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１．はじめに 

 国内の構造物基礎における木材利用事例 1)では，木材基礎が歴史的構造物に使用されていた事例が 3 件，近

代に建造され今も木材基礎で支えられ健全性を保っている構造物の事例が 6 件取り上げられており，土中に

おける木材利用の有用性の一助になっている．また，木材を地盤補強材として安定的に普及させるため，埋設

初期段階における木材の地中における地下水等の吸水挙動を検討したところ，埋設から 3 日以内は速やかな

吸水挙動，それ以降は緩やかな吸水挙動を確認しており 2)，埋設直後から木材が土中の水分を吸水し密度が増

加することを明らかにしている．すなわち，土中に地下水等の木材の吸水挙動に関わる物質があれば，埋設直

後から木材は生物劣化が生じにくい高含水状態への移行を開始し，長期間健全性を維持しやすい状態になる

と考えられる．筆者らは，土中埋設した木材の振動現象に関する一連の実験 3)-8)を行い，土中埋設した木材の

物性が時間の経過とともに変化する過程を実験的に検討している．本報では，軟弱な粘性土層に埋設してから

一定期間経過して引き抜いた木材の密度及び含水状態について報告する． 

２．試験方法 

 試験の実施場所と測定年月日を表-1に示す．

試験は，まず福島県古殿町の遠藤林業（株）が

準備した直径 14cm，材長 4m のスギ円柱材 100

本の密度及び縦振動法によるヤング係数を算

出し，これらの分布がほぼ等しくなるように 1

グループ当たり 36 本の 2 グループに試験体を

仕分けた．仕分けたうちの 1 グループは，茨城

県つくば市の森林総合研究所（以下，つくば），

もう一方のグループは，富山県射水市の富山県

農林水産総合技術センター木材研究所（以下，

富山）で，地表面に近い方の材端部が地表面か

ら 50cm の深さになるように埋設した．また，

埋設直後に直ちに 5 本引抜き，付着土を除去し

て密度を算出した．また，富山では材端部と中

央部に区分し含水率測定用試験片を採取した．

試験片の採取箇所及び測定方法は既報 8)の通

りである．次に，1回目の引抜きをつくばでは

埋設から 360 日後，富山では埋設から 231 日後

に行った．本数は各 5 本とした。引抜き後，埋

設直後と同様，付着土を除去して密度を算出す

るとともに，含水率測定用試験片を採取し，含

水率を JAS 1083-1 に準じて測定した． 
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 連絡先   〒305-8687 茨城県つくば市松の里 1 森林総合研究所構造利用研究領域 TEL:029-829-8308 

表-1 試験の実施場所と測定年月日 

試験内容 実施場所 測定年月日 

試験体仕分け 福島県古殿町 2020/09/15 

埋設直後 茨城県つくば市 2020/12/04 

埋設直後 富山県射水市 2021/02/15 

1 回目引抜き 富山県射水市 2021/10/04 

1 回目引抜き 茨城県つくば市 2021/11/29 

 

 

図-1 仕分け時からの経過時間と見かけの密度との関係 
（菱形：つくば，三角形：富山） 
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３．結果及び考察 

 試験体の仕分け時からの経過時間と見かけの密度との関係を図-1 に示す．見かけの密度は，仕分時から埋

設直後までは全ての試験体で減少傾向を示すとともに，仕分け時の見かけの密度が高かった試験体が他の試

験体と比べて減少傾向が大きかった．一方，1回目の引抜き時では，埋設時間に違いはあるものの，つくば及

び富山とも仕分け時の密度と比べてほぼ同等あるいは増加傾向だった．また，埋設地で実施した地盤調査報告

書によれば，つくばの場合，無水堀りのボーリング調査で，GL-2.65m で孔内水位が確認されている 9)．また，

富山の場合，深度 6m まで掘削した時点で地下水が確認され，水位は GL-1.18m まで上昇し，その後 2 時間程

度測定したが水位変化がないことを確認している 10）．そのため，両埋設地とも地下水が存在していること，

並びに埋設した木材の一部は地下水位以深であったため，見かけの密度の増加は，地下水の吸水によるものと

考えられる． 

 仕分け時からの経過時間と見かけの密度の平均値と

の関係を図-2に示す．仕分け時から埋設直後までの経

過時間が短いつくばの方が，富山よりも見かけの密度

の平均値の減少は大きかった．これは，埋設場所と埋

設するまでの気候の違いによるものと考えられる．一

方，埋設後の見かけの密度による差は殆ど認められず，

経過時間の長いつくばの方が高かった． 

 含水率の測定結果を図-3に示す．埋設直後は，地表

面からの距離の影響は認められなかったが，1 回目の

引抜きでは，地表面からの距離が大きい方が含水率は

高い傾向だった． 
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図-3 含水率の測定結果 
（左：富山埋設直後，左中：富山埋設 231 日後，右中：つくば埋設 360 日後，右：平均値） 
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図-2 仕分け時からの経過時間と見かけの密度の平

均値との関係（菱形：つくば，三角形：富山） 
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